
● 標準予防策として

● 感染症患者様の対応時など、  血液や体液などで汚染される可能性がある時

● 器具などの洗浄時　　                        　　                        　　   など

このような時に
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感染経路を遮断して感染リスクを低下しましょう。
必要に応じ適宜使い分けられるよう、
各種PPEはラインナップでご準備いただき、併用してください。

ステア®ジェルは頻回に使用してもべとつきにくく
さらっとした使用感なので、すぐに次の作業に移れます。
指定医薬部外品　有効成分：エタノール76.9～81.4vol%

エプロンの着衣前・脱衣後は手指消毒をしましょう。 その他のPPEも適宜併用しましょう。

JANコード

ITFコード
品名 規格 包装 ケース入数 高さ×幅×奥行(単位：mm)／重量コードNo.

①PP-2105045-1

効率的で清潔な着衣が可能な折りたたみ方にしています。
着衣しやすい　折りたたみ方

袖のずれあがりによる操作性の低下や手首の露出などの心配を減らし、快適な作業が可能です。
ずれあがりにくい　サムフックタイプ

ポリエチレン製で、血液・体液等の水分や菌を通しません。
水分や菌を通さない　防水性

エンボス加工（袖付き）、帯電防止加工（袖無し）で、着脱・作業中の動作を邪魔しません。
作業しやすい　帯電防止加工

首ひもに切れ込みがあり、切り離せば簡単に脱衣できます。
脱衣しやすい　切れ込み入り首ひも

製品特長

袖付きディスポエプロン 着脱方法 袖無しディスポエプロン 着脱方法

エプロンを広げ、その
まま両腕を袖に通し
ます。
サムフックを親指に
かけます。

③

④

手袋やゴーグルを
外した後に、首ひ
もの切れ込みを切
り、脱衣してくだ
さい。

①

首の部分をもって、上
からかぶります。

⑤ 腰ひもを後ろで結び
ます。

⑥エプロンを着用す
る前に手指衛生を
行います。
図のように、一番上
のポケット部に両手
を入れエプロンを両
端に広げます。

①

②

③表面が内側になるように丸め、
前方に強く引き腰ひもを切り、
エプロンの表面に触れないよう
に注意し適切な場所へ廃棄し
てください。

②エプロンの表面に
触れないように注
意し、裏返すよう
に脱いでください。

着衣

脱衣

首ひもの後ろ部分に切れ
込みがあります。首ひも
の部分を持って強く引き
首ひもを切ります。

① 腰ひもの高さまでエプロ
ンの表面を中に折り、エ
プロンの表面に触れない
ように内側へ折り込んで
いきます。

② 前方に強く引き腰ひもを
切り、エプロンの表面に
触れないように注意し適
切な場所へ廃棄してくだ
さい。

③

エプロンを着用する前に
手指衛生を行います。
エプロンを外側に向けて
広げ、首の部分をもって、
上からかぶります。

①

②

腰ひもを後ろで結び
ます。

③

着衣

脱衣

袖 付 き

袖 付 き

袖 無 し袖 付 き

袖 無 し袖 付 き

袖 無 し袖 付 き


